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五
○
年
と
い
う
時
間
の
経
過
は
、
社
会
の
歴

史
に
と
っ
て
も
ひ
と
り
の
人
間
の
生
に
と
っ
て

も
、
十
分
に
長
く
は
あ
る
。
し
か
し
山
川
暁
夫

氏
が
辺
見
庸
氏
の
言
葉
と
し
て
触
れ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
「
五
○
年
前
と
は
、
か
な
り
の
人

び
と
に
と
っ
て
、
昨
日
な
の
だ
」
。
そ
れ
は
遠

い
昔
の
こ
と
と
し
て
簡
単
に
忘
れ
去
っ
て
よ
い

よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。

一
九
九
五
年
は
日
本
帝
国
主
義
の
敗
戦
か
ら

五
○
年
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
こ
の
五
○
年
を

ど
う
い
う
視
点
か
ら
総
括
で
き
る
か
、
ま
た
す

べ
き
か
、
を
め
ぐ
っ
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
卯
Ｓ
の
会

貝
の
皆
さ
ん
か
ら
自
由
に
問
題
提
起
し
て
い
た

だ
く
企
画
を
組
ん
だ
。
そ
の
結
晶
が
今
号
の
特

集
で
あ
る
。

「
戦
後
五
○
年
」
の
論
じ
方
に
つ
い
て
は
い

ろ
い
ろ
の
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
え
よ
う
が
、
わ
れ

わ
れ
と
し
て
は
執
筆
者
自
身
の
関
わ
っ
て
き
た

分
野
か
ら
、
歴
史
的
主
体
的
に
総
括
し
て
い
た

だ
く
ス
タ
イ
ル
で
お
願
い
し
た
の
で
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
各
論
文
の
論
点
・
視
点
は
多
様
で
、

テ
ー
マ
の
共
通
性
は
必
ず
し
も
あ
る
わ
け
で
な

い
。
か
え
っ
て
そ
の
方
が
五
○
年
と
い
う
歴
史

の
多
様
な
側
面
、
そ
の
中
に
お
け
る
人
び
と
の

具
体
的
な
問
題
関
心
が
感
じ
ら
れ
て
よ
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

一
方
、
社
会
の
歴
史
と
し
て
見
れ
ば
、
丘
○

年
と
い
う
の
は
け
っ
し
て
短
い
も
の
で
は
な
い
。

数
々
の
歴
史
が
あ
り
変
化
が
あ
り
、
ま
た
節
々

で
論
争
さ
れ
た
日
本
社
会
に
対
す
る
評
価
・
見

方
が
あ
り
、
そ
の
変
化
も
あ
っ
た
。
当
時
は
見

え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
多
い
。
人
間
、
い
つ

も
い
つ
も
失
敗
と
反
省
の
歴
史
で
は
困
る
け
れ

ど
も
、
そ
れ
で
も
今
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
る
な

ら
、
こ
れ
か
ら
の
歴
史
の
た
め
に
そ
れ
を
記
録

し
て
お
く
こ
と
も
大
事
だ
ろ
う
。
「
歴
史
の
真

実
」
な
ど
あ
る
わ
け
も
な
い
が
、
「
歴
史
の
読

み
替
え
」
は
い
つ
の
時
代
に
も
必
要
だ
ろ
う
。

大
事
な
の
は
現
在
と
こ
れ
か
ら
だ
、
と
言
わ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
そ
う
だ
。
反
面
、

そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
過
ぎ
た
歴
史
を
「
終
わ
っ

た
こ
と
」
と
し
て
流
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う

思
い
も
強
く
す
る
の
で
あ
る
。
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典
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し
た
た
か
な
「
戦
後
」

加
藤
哲
郎

「
占
領
・
安
保
史
観
」
か
ら
「
高
度
成
長
史
観
」
へ

「
戦
後
」
と
い
う
日
常
的
言
葉
は
、
私
た
ち
の
思
考
の
、
無
意
識
的
枠

組
み
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
る
。
「
戦
後
は
終
わ
っ
た
」
と
は
、
す
で
に

一
九
五
○
年
代
か
ら
幾
度
も
語
ら
れ
て
き
た
。
「
戦
後
民
主
主
義
の
虚
妄
」

も
、
六
○
年
代
か
ら
聞
か
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
が
し
か
し
、
ど
っ
こ
い
し

ぶ
と
く
生
き
て
き
た
。
「
戦
後
○
○
年
」
は
、
八
月
の
メ
デ
ィ
ア
の
風
俗

に
、
定
着
し
て
い
る
。
「
戦
後
文
学
の
旗
手
」
大
江
健
三
郎
が
ノ
ー
ベ
ル

賞
を
受
賞
す
る
と
、
た
ち
ま
ち
「
戦
後
民
主
、
王
義
」
が
リ
バ
イ
バ
ル
す
る
。

「
戦
後
四
○
年
」
の
一
九
八
五
年
頃
、
歴
史
学
研
究
会
が
企
画
．
、
王
催

し
て
、
一
九
四
五
年
以
降
の
日
本
史
に
つ
い
て
の
共
同
研
究
が
出
発
し
た
。

五
年
間
の
研
究
成
果
を
九
○
年
に
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
表
題
が

問
題
に
な
っ
た
。
も
と
も
と
こ
の
企
画
は
、
「
戦
後
一
五
年
」
の
六
一
年

に
刊
行
さ
れ
た
『
講
座
戦
後
Ｈ
本
史
』
全
五
巻
（
青
木
書
店
）
を
、

「
戦
後
四
○
年
」
を
迎
え
た
時
点
で
再
検
討
し
改
訂
す
る
主
旨
だ
っ
た
。

高
度
成
長
期
以
降
は
歴
史
学
で
は
専
門
家
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
私

の
よ
う
な
「
戦
後
生
ま
れ
」
の
政
治
学
者
も
動
貝
さ
れ
、
編
集
委
員
の
末

席
に
連
な
っ
た
。
む
ろ
ん
六
一
年
講
座
か
ら
、
糊
者
も
執
筆
者
も
、
若
返

っ
て
い
た
。
執
筆
者
は
「
戦
後
生
ま
れ
」
が
多
数
派
だ
っ
た
。
だ
が
、
全

五
巻
数
十
本
の
論
文
を
総
括
す
る
共
通
の
タ
イ
ト
ル
を
ど
の
よ
う
に
す
る

か
は
、
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。

洲
初
は
た
ぶ
ん
、
「
Ⅲ
本
現
代
史
」
を
暗
黙
の
了
解
に
し
て
い
た
。
「
戦

後
Ｈ
本
史
」
と
い
う
六
一
年
講
座
堀
を
継
承
し
な
い
こ
と
は
、
六
一
年
講

服
に
加
わ
っ
た
綿
集
委
員
を
含
め
て
、
了
解
さ
れ
て
い
た
。
け
つ
き
よ
く

獅
集
委
員
会
の
度
孟
な
る
討
論
と
、
出
版
社
の
意
向
も
踏
ま
え
、
一
九
九

○
’九
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
共
川
研
究
の
成
果
は
、
歴
史
学
研
究
会
編

「
講
座
Ⅲ
本
同
時
代
史
」
全
五
巻
（
青
木
書
順
）
と
な
っ
た
。
そ
の

「
刊
行
の
こ
と
ば
」
に
は
、
弓
戦
後
」
と
い
う
形
で
川
五
年
間
を
く
く
る

に
は
、
あ
ま
り
に
も
こ
の
間
の
変
化
は
大
き
く
、
時
代
把
握
と
し
て
必
ず

し
も
適
切
で
は
な
く
な
っ
た
。
若
い
仙
代
で
は
「
戦
後
」
の
対
象
領
域
を

【
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築
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イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
者
も
多
い
。
し
か
も
、
今
を
生
き
る
わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て
、
『
現
在
』
を
透
視
す
る
歴
史
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
『
戦
後
史
」
で

は
な
く
『
日
本
同
時
代
史
』
と
銘
打
っ
た
の
も
こ
う
し
た
意
図
か
ら
で

あ
っ
た
」
と
あ
る
。

す
で
に
歴
史
の
内
実
が
、
六
一
年
段
階
と
は
か
け
離
れ
て
い
た
。
執
筆

者
た
ち
の
分
析
視
点
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
た
。
六
一
年
刊
の
講
座
は
、

六
○
年
安
保
闘
争
の
高
揚
を
受
け
て
、
ほ
と
ん
ど
全
巻
が
ア
メ
リ
カ
の
占

領
と
日
米
安
保
条
約
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
の
攻
防
、
清
水
慎
三
の
い
う

「
戦
後
型
續
罪
史
観
」
、
私
の
い
う
「
占
領
・
安
保
史
観
」
で
貫
か
れ
て
い

た
（
加
藤
「
ジ
ャ
パ
メ
リ
カ
の
時
代
に
」
花
伝
社
）
。

し
か
し
一
九
八
五
年
の
「
戦
後
四
○
年
」
の
地
点
で
は
、
清
水
の
い
う

「
経
済
成
長
史
観
」
、
私
の
い
う
「
高
度
成
長
史
観
」
が
無
視
で
き
な
く
な

っ
て
い
た
。
そ
れ
は
と
り
わ
け
、
時
期
区
分
の
問
題
、
講
座
企
画
で
い
え

ば
、
巻
別
構
成
の
さ
い
に
問
題
に
な
っ
た
。
「
占
領
・
安
保
史
観
」
で
い

け
ば
、
四
五
年
敗
戦
↓
五
二
年
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
Ⅱ
旧
安
保
条
約

発
効
↓
六
○
年
新
安
保
条
約
反
対
闘
争
、
の
画
期
は
自
明
だ
っ
た
。
だ
が

そ
の
後
の
日
本
史
を
、
七
○
年
安
保
自
動
延
長
、
ま
た
は
七
二
年
沖
縄
返

還
↓
七
八
年
日
米
防
衛
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
と
つ
な
い
で
い
く
の
は
、
い
か

に
も
強
引
で
あ
っ
た
。
八
五
年
頃
は
、
日
米
貿
易
摩
擦
が
慢
性
化
し
、
プ

ラ
ザ
合
意
で
円
の
為
替
相
場
が
一
ド
ル
Ⅱ
二
四
○
円
か
ら
一
二
○
円
へ
と

急
上
昇
す
る
時
期
で
あ
っ
た
。
一
人
当
り
Ｇ
Ｎ
Ｐ
で
も
、
ア
メ
リ
カ
を
追

い
越
そ
う
と
し
て
い
た
。
政
治
的
軍
事
的
「
対
米
従
属
」
の
み
で
日
本
史

を
語
る
の
は
、
無
理
が
あ
っ
た
。

「
高
度
成
長
史
観
」
は
、
一
九
五
五
年
を
、
経
済
成
長
Ⅱ
国
民
生
活
再

編
の
胎
動
と
、
自
民
党
一
党
支
配
Ⅱ
五
五
年
体
制
の
始
期
と
し
て
出
発
点

に
お
い
た
。
次
の
画
期
は
、
第
一
次
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
で
高
度
成
長
の

終
わ
る
七
三
年
末
（
六
五
年
不
況
に
小
画
期
を
設
け
る
場
合
も
あ
っ
た
）
、

そ
こ
か
ら
公
労
協
ス
ト
権
ス
ト
敗
北
・
減
量
経
営
後
の
経
済
大
国
化
・
政

治
的
保
守
化
に
つ
な
げ
、
八
二
年
末
の
中
曽
根
内
閣
成
立
Ⅱ
「
戦
後
政
治

の
総
決
算
」
、
な
い
し
八
五
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
・
円
高
で
区
分
す
る
の
が

普
通
で
あ
っ
た
。
歴
史
学
の
方
法
に
即
し
て
い
え
ば
、
「
講
座
派
」
的
視

角
の
衰
退
、
「
社
会
史
」
研
究
の
台
頭
が
、
「
高
度
成
長
史
観
」
の
説
く
日

本
社
会
の
変
貌
イ
メ
ー
ジ
を
支
え
た
。

し
か
し
、
「
現
代
史
」
の
抽
象
性
と
「
戦
後
史
」
「
昭
和
史
」
に
つ
き
ま

と
う
し
が
ら
み
を
共
に
排
し
た
、
「
同
時
代
史
」
と
い
う
苦
肉
の
ネ
ー
ミ

ン
グ
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
は
成
功
し
な
か
っ
た
。
『
講
座
日
本
同
時

代
史
」
は
、
全
体
を
貫
く
視
角
と
し
て
、
①
国
際
連
帯
・
世
界
史
的
視
野
、

②
民
衆
の
主
体
的
側
面
、
③
戦
争
と
平
和
の
問
題
、
④
経
済
成
長
至
上
、
王

義
批
判
、
⑤
マ
ィ
ノ
リ
テ
ィ
問
題
の
重
視
、
を
挙
げ
た
。
個
々
の
論
文
は

力
作
が
並
び
、
前
半
は
「
占
領
・
安
保
史
観
」
を
と
り
こ
み
、
後
半
で
は

「
高
度
成
長
史
観
」
に
重
点
を
お
い
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
が
、
正
村
公

宏
『
戦
後
史
」
上
下
（
筑
摩
書
房
）
や
中
村
隆
英
「
昭
和
史
』
Ｉ
Ⅱ
（
東

洋
経
済
新
報
社
）
ほ
ど
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
も
た
な
か
っ
た
。
出
版
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
は
、
明
ら
か
に
『
講
座
戦
後
日
本
史
」
と
銘
打
っ
た
方
が
よ

か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
戦
後
」
は
な
お
、
そ
れ
だ
け
の
流
通
力
を
保
っ
て

い
た
。「

同
時
代
史
」
に
は
、
い
ま
ひ
と
つ
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
一

九
八
九
年
の
「
昭
和
史
」
の
終
わ
り
、
同
じ
年
の
東
欧
革
命
と
九
一
年
ソ

したたかな「戦後」



連
解
体
は
、
「
戦
後
」
の
枠
組
み
そ
の
も
の
を
ゆ
る
が
す
も
の
と
受
け
と

め
ら
れ
た
。
い
や
、
執
筆
者
た
ち
は
期
待
し
た
。
「
現
代
史
」
の
始
点
と

さ
れ
た
ロ
シ
ア
革
命
の
意
味
が
転
換
し
、
日
本
の
「
戦
後
」
を
外
か
ら
規

定
し
た
冷
戦
体
制
も
崩
壊
し
た
以
上
、
「
戦
後
日
本
史
」
そ
の
も
の
が
新

た
に
顧
み
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
自
明
で
あ
っ
た
。
こ
の
歴

史
の
大
変
動
に
辛
く
も
執
筆
が
間
に
合
っ
た
「
講
座
日
本
同
時
代
史
』

の
第
五
巻
巻
末
論
文
は
、
「
転
換
期
の
世
界
と
日
本
」
と
題
し
て
、
近
代

世
界
シ
ス
テ
ム
の
転
換
や
地
球
生
態
系
危
機
、
富
国
貧
民
の
日
本
に
お
け

る
成
長
神
話
の
崩
壊
に
言
及
し
て
、
「
戦
後
」
的
歴
史
像
の
転
換
の
必
要

を
説
い
て
い
た
。

し
か
し
、
昭
和
天
皇
の
死
も
、
社
会
主
義
の
崩
壊
も
、
冷
戦
体
制
の
終

焉
も
、
民
衆
レ
ベ
ル
で
の
「
戦
後
」
感
覚
の
崩
壊
を
伴
わ
な
か
っ
た
。

「
戦
後
」
そ
れ
自
体
は
、
無
限
抱
擁
性
を
持
つ
ヌ
エ
的
観
念
と
な
り
、
歴

史
的
に
も
そ
の
実
質
的
意
味
内
容
を
変
貌
さ
せ
て
き
た
の
だ
が
（
拙
著

『
戦
後
意
識
の
変
貌
」
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、
一
九
八
九
年
）
、
そ
れ
は
、

「
戦
争
」
し
か
も
「
敗
戦
」
と
い
う
極
限
状
態
を
く
ぐ
っ
た
象
徴
で
あ
る

が
ゆ
え
に
、
次
の
「
戦
争
」
や
も
う
ひ
と
つ
の
「
敗
戦
」
と
い
う
国
民
的

同
質
化
な
い
し
国
家
的
崩
壊
体
験
を
経
な
い
と
、
な
か
な
か
次
の
段
階
に

進
め
な
い
。

こ
の
経
験
に
な
ら
っ
て
い
え
ば
、
「
戦
後
五
○
年
」
の
自
民
党
一
党
支

配
終
焉
’五
五
年
体
制
崩
壊
も
、
村
山
連
立
内
閣
後
の
政
党
構
造
の
再
編

も
、
お
そ
ら
く
「
戦
後
」
の
民
衆
的
清
算
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
私

自
身
は
、
歴
史
の
現
在
を
、
二
○
世
紀
を
支
配
し
た
多
層
的
シ
ス
テ
ム
の

重
層
的
転
換
期
と
と
ら
え
る
が
（
加
藤
「
戦
後
の
国
際
的
枠
組
み
の
確
立

と
崩
壊
」
「
シ
リ
ー
ズ
日
本
近
現
代
史
」
第
四
巻
、
岩
波
書
店
）
、
そ
の

民
衆
的
追
認
は
、
お
そ
ら
く
歴
史
の
後
知
恵
と
し
て
し
か
あ
り
え
な
い
だ

ろ
う
。「

戦
後
」
の
両
義
性

結
論
を
急
ご
う
。
「
戦
後
」
は
、
い
ま
や
「
現
代
」
よ
り
も
強
固
な
、

日
本
の
支
配
的
な
民
衆
的
歴
史
像
・
歴
史
感
覚
、
よ
り
正
確
に
は
、
近
過

去
を
ふ
り
か
え
り
、
近
未
来
を
予
測
す
る
判
断
規
準
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、

「
戦
前
」
の
再
定
形
と
し
て
定
着
し
た
。
そ
こ
に
は
「
戦
前
」
で
は
な
い

と
い
う
感
覚
、
す
な
わ
ち
平
和
や
自
由
や
平
等
や
、
民
主
主
義
や
「
豊
か

さ
」
や
「
福
祉
」
さ
え
も
包
み
込
ん
で
い
る
。
同
時
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
と
の
、
社
会
主
義
・
共
産
主
義
と
の
、
ア
ジ
ア
と
の
関
係
性
を
も
組
み

込
ん
で
い
る
。
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
や
焼
け
跡
・
闇
市
を
原
点
に
し
な

が
ら
、
貧
し
さ
か
ら
の
解
放
と
中
流
意
識
、
会
社
中
心
主
義
社
会
と
長
時

間
労
働
・
過
労
死
、
テ
レ
ビ
や
マ
イ
カ
ー
の
普
及
と
公
害
・
環
境
破
壊
・

交
通
事
故
、
サ
ミ
ッ
ト
の
一
員
と
な
っ
た
経
済
大
国
日
本
と
外
国
人
労
働

者
問
題
、
日
米
安
保
か
ら
構
造
協
議
ま
で
を
、
「
戦
争
責
任
」
か
ら
「
戦

後
責
任
」
ま
で
を
も
、
包
摂
し
う
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
「
戦
後
」
は
、
「
も
う
ひ
と
つ
の
日
本
」
を
構
想
す
る

人
々
に
と
っ
て
も
、
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
（
両
義
的
）
で
あ
る
。
一
九
五
五

年
に
総
理
府
が
行
っ
た
世
論
調
査
で
、
「
戦
後
が
好
ま
し
い
」
と
答
え
た

の
は
一
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
戦
前
が
好
ま
し
い
」
と
い
う
人
が
四
五
パ
ー

セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
七
五
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
行
っ
た
同
じ
調
査
で
は
、
「
戦

後
が
好
ま
し
い
」
が
五
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
戦
前
が
好
ま
し
い
」
一
七
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パ
ー
セ
ン
ト
と
逆
転
し
て
い
た
。
お
そ
ら
く
「
戦
後
五
○
年
」
の
九
五
年

に
同
じ
調
査
を
実
施
す
れ
ば
、
「
戦
前
が
好
ま
し
い
」
は
ほ
と
ん
ど
い
な

く
な
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
比
較
の
基
準
と
し
て
の
「
戦
前
」
そ
の
も

の
が
、
追
体
験
不
能
な
歴
史
に
埋
没
し
つ
つ
あ
る
の
だ
か
ら
。
こ
こ
で
は

「
戦
後
」
は
、
「
好
ま
し
い
も
の
」
全
体
を
体
現
す
る
。

同
時
に
「
戦
後
」
は
、
「
戦
前
」
を
否
定
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
あ
ら

ゆ
る
「
好
ま
し
く
な
い
も
の
」
を
大
衆
的
に
解
読
す
る
規
準
に
も
な
り
う

る
。
一
九
九
○
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
の
行
っ
た
「
戦
後
」
イ

メ
ー
ジ
調
査
で
は
、
複
数
回
答
で
は
あ
る
が
、
①
「
家
庭
電
器
製
品
が
そ

ろ
い
、
便
利
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
八
○
・
○
パ
ー
セ
ン
ト

ざ
町
、
、

カ
 
ダ
ン
ト
ッ
の
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
。
以
下
、
②
「
レ
ジ
ャ
ー
や
旅
行
が

手
軽
に
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
」
五
七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
③
「
地
価

が
高
騰
し
、
国
民
の
生
活
を
圧
迫
し
た
」
五
一
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
、
④

「
公
害
や
自
然
破
壊
が
広
が
り
、
生
活
環
境
が
悪
く
な
っ
た
」
五
○
・
五

パ
ー
セ
ン
ト
、
⑤
「
交
通
事
故
や
交
通
の
渋
滞
が
ひ
ど
く
な
り
、
生
活
の

安
全
が
脅
か
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
四
九
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
⑥
「
財

産
の
あ
る
人
と
な
い
人
の
格
差
が
広
が
っ
た
」
四
六
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
と

続
く
。
「
所
得
が
増
え
、
暮
し
向
き
が
楽
に
な
っ
た
」
は
、
三
六
・
九

パ
ー
セ
ン
ト
で
第
八
位
に
す
ぎ
な
い
。
こ
こ
で
の
「
戦
後
」
は
、
眼
前
の

バ
ブ
ル
経
済
下
の
地
価
高
騰
・
資
産
格
差
拡
大
ば
か
り
で
な
く
、
公
害
・

交
通
事
故
な
ど
「
高
度
成
長
の
光
と
影
」
の
「
影
」
の
部
分
を
も
し
っ
か

り
読
み
取
る
コ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
「
戦
争
を
知
ら

な
い
子
供
た
ち
」
「
戦
後
生
ま
れ
」
が
多
数
派
に
な
っ
た
社
会
で
、
日
々

の
仕
事
や
溢
れ
る
情
報
か
ら
し
ば
し
離
れ
、
歴
史
の
ス
パ
ン
を
ち
ょ
っ
と

延
ば
し
て
過
去
を
振
り
返
る
規
準
と
し
て
、
「
戦
後
」
は
定
着
し
た
の
で

あ
る
。西

欧
近
代
の
意
味
や
物
質
的
生
産
力
そ
の
も
の
を
問
う
視
角
か
ら
な
ら

ば
、
「
戦
後
の
終
焉
」
や
「
戦
後
民
主
主
義
の
虚
妄
」
を
い
い
た
て
る
こ

と
は
、
意
味
が
あ
る
。
私
自
身
、
「
戦
後
民
主
主
義
」
に
内
在
す
る
経
済

主
義
・
生
産
力
主
義
、
一
国
主
義
・
加
害
責
任
忘
失
を
問
題
に
し
て
き
た

（
「
社
会
と
国
家
」
岩
波
書
店
）
。
し
か
し
、
当
面
の
政
局
や
職
場
の
変
革

へ
の
処
方
菱
と
し
て
「
戦
後
」
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
「
戦
前
・
戦
中
・

戦
後
」
の
世
代
区
分
が
意
味
を
喪
失
し
、
新
た
な
二
一
世
紀
的
歴
史
感
覚

が
民
衆
的
に
現
れ
な
い
限
り
、
有
効
性
を
持
た
な
い
だ
ろ
う
。

「
戦
後
」
は
、
す
で
に
日
本
社
会
の
現
実
そ
の
も
の
の
歴
史
的
表
現
と

な
り
、
「
も
う
ひ
と
つ
の
日
本
」
を
構
想
す
る
人
び
と
に
も
身
体
化
さ
れ

て
い
る
。
「
戦
後
」
イ
メ
ー
ジ
の
土
俵
の
な
か
で
、
そ
の
「
光
」
の
「
ほ

め
殺
し
」
と
、
そ
の
「
影
」
の
風
化
・
空
洞
化
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。こ

の
意
味
で
、
日
本
に
お
け
る
「
ポ
ス
ト
戦
後
」
Ⅱ
「
も
う
ひ
と
つ
の

日
本
」
へ
の
到
達
は
、
近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
を
の
り
こ
え
る
作
業
と
同
じ

く
ら
い
、
理
論
的
に
も
思
想
的
に
も
重
い
課
題
で
あ
る
。

【
か
と
う
・
て
つ
ろ
う
一
一
九
四
七
年
生
ま
れ
。
一
橋
大
学
教
員
（
政
治
学
）
・

著
書
『
モ
ス
ク
ワ
で
粛
清
さ
れ
た
日
本
人
』
（
青
木
書
店
）
、
『
国
民
国
家
の
エ

ル
ゴ
ロ
ジ
ー
』
（
平
凡
社
）
、
「
社
会
と
国
家
』
（
岩
波
書
店
）
、
ヨ
ミ
ン
テ
ル

ン
の
世
界
像
』
（
青
木
書
店
）
、
『
東
欧
革
命
と
社
会
主
義
』
（
花
伝
社
）
な
ど
。

現
在
、
旧
ソ
連
文
書
館
秘
密
文
書
の
解
読
に
よ
る
歴
史
の
再
解
釈
に
専
念
中
。

したたかな「戦後
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